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〔
政

令
〕

〇
社
会
保
障
審
議
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
三
五
〇
）

L

〇
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二

第
一
項
の
中
核
市
の
指
定
に
関
す
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
三
五
一
）

〇
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
三
五
二
）

〇
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の

た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
（
三
五
三
）

M

〇
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

及
び
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼

性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
三
五
四
）

N

〔
省

令
〕

〇
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
財
務
八
五
）

N

〇
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令（
厚
生
労
働
一
一
八
）

O

〔
規

則
〕

〇
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分

課
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
会
計
検
査
院
八
）

O

〔
告

示
〕

〇
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
い

す
の
型
式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

（
国
家
公
安
委
五
〇
）

O

〇
駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型
式
認
定
番
号

を
指
定
し
た
件
（
同
五
一
）

〇
普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番
号
を
指
定
し

た
件
（
同
五
二
）

P

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
三
八
二
、
三
八
三
）

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
四
五
九
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
別
表

第
一
の
五
の
表
の
下
欄
（
ニ
に
係
る
部
分

に
限
る
。）に
掲
げ
る
活
動
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
六
〇
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
四
六
一
〜
四
六
四
）

Q

〇
関
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
一
の
六
に
掲
げ

る
物
品
の
平
成
二
十
六
年
度
の
初
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入

数
量
を
告
示
す
る
件
（
財
務
三
三
〇
）

Q

〇
平
成
二
十
六
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及

び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
を
告
示
す
る

件
（
同
三
三
一
）

〇
平
成
二
十
六
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に

生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の
各
輸
入
数

量
を
告
示
す
る
件
（
同
三
三
二
）

〇
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

施
設
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
九
九
）

R

〇
労
働
安
全
衛
生
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

化
学
物
質
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
〇
〇
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
等
を
実
施
す
る

件
（
防
衛
二
〇
九
〜
二
一
三
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
同
二
一
四
、
二
一
五
）

J
I

〇
漁
船
の
操
業
の
制
限
等
に
伴
う
損
失
補
償

を
行
う
期
間
及
び
損
失
補
償
申
請
書
を
提

出
す
べ
き
時
期
を
定
め
る
件（
同
二
一
六
）

〔
国
会
事
項
〕

J
I

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

原
子
力
防
災
会
議
事
務
局

栃
木
県

東
京
都

新
潟
県

石
川
県

長
野
県

愛
知
県

広
島
県

愛
媛
県

川
崎
市

J
I

〔
皇
室
事
項
〕

J
J

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

労
働
安
全
衛
生
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
く
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の

指
針
に
関
す
る
公
示
（
厚
生
労
働
省
）

J
J

北
海
道
第
三
種
及
び
第
四
種
漁
港
地
区
に
係

る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
変
更
の

公
表
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

境
港
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

計
画
の
公
表
に
つ
い
て
（
同
）

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
J

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
四
、
兵
庫

同
一
〇
、
岡
山
同
二
、
沖
縄
同
五
）

J
K

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁適

格
機
関
投
資
家
、
財
団
、
個
別
労
働
関

係
紛
争
解
決
手
続
実
施
団
体
の
住
所
の
変

更
、
国
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
完
了
関

係

J
K

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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